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基本方針： みずから動き、地域で助け、地域を守る 
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【はじめに】 

１ 「地区防災計画」の必要性 

●災害発生時、助けてくれるのは近隣住民です。 

●災害による被害を最小化、誰一人取り残さないためには「自助」の充実は 

もちろんですが、行政が作る「地域防災計画」と住民が作る「地区防災計画」 

を車の両輪として進めることが重要です。 

●「地区防災計画」を通じていろいろな人々とつながることで、無限大の 

可能性を秘める「自助＋共助」を推進することができます。 

 

  

 

 

２ 「地区防災計画」とは 

 自分たちが生活する地区の住民の「命を守る」ため、地区の特性や想定される災害に応じて、平時の

防災活動や災害時の行動を地区のみんなで“考え”話し合いながら“つくる”計画です。地区で取り組

む防災活動の目的や内容を踏まえて作成しています。 

  作り上げた計画に基づき、継続的に活動することで、少しずつ気づいた点や改善すべき点を見直して

いきます。 

 

３ 市との連携（市の地域防災計画への掲載） 

作成した地区防災計画は、市の防災会議に提案し、承認を得ることで、市地域防災計画の中に掲載

することができます。 

 市地域防災計画に掲載されることで、市の防災の取組みと地区の防災活動の連携が図られ、地区の

意向や考えを反映させながら、地域の防災力を高めていくことができます。 
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・人口：3,165 人（R4.4.1）     ・世帯数：1,317 世帯（R4.4.1） 
・地区の中央を、東西方向に国道 158号（旧野麦街道）が、南北方向には主要地
方道松本環状高家線（県道４８号）がそれぞれ広域間を結ぶ幹線道路として十字
に貫き、さらにはアルピコ交通上高地線が地区の中枢を東西に走り、交通の要衝と
なっている。主要な大規模施設として、松本大学・松商学園短期大学が立地してい
る。 

・高齢化率（人口に占める６５歳以上の割合）３５．８％で、３５地区中高いほうから 
１０番目。災害時要支援者も多く存在する。 

 

新村地区は松本市のほぼ中央で、市街地西部に広がる扇状地を流れる梓川右岸沿いに位

置し、標高約 600ｍから 630ｍの田園地帯に集落を形成しています。 

面積は、4.59 ㎢で、昭和 29 年以降の合併地区（２０地区）の中では最も小さく、東西

は約３㎞、南北は約 1.5 ㎞で、地区のほぼ中央にあたる地域づくりセンターとは、全 14

町会のほとんどの町会から自転車等でも容易に行き来することができます。 
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新村地区は松本市のほぼ中央で、市街地西部に広がる扇状地を流れる梓川右岸沿いに新
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   ア 過去の災害 

 

 

災害名称及び災害発生年月日 

 

災害による被害状況と当時の状況 

風水害 

宝暦 7年（1757）5月 20日 

トバタ崩れ 

奈川大野川で深層崩壊により梓川がせき止められ、天然ダ

ムが形成される。決壊により上新・北新・下新にかなりの被害

あり（犠牲者なし詳細不明） 

 

昭和９年（1934）９月１２日 

室戸台風 

室戸岬上陸後、大阪、名古屋を通り長野、群馬、新潟を通過

して東北に抜ける。 

風速２０m、雨量５０㎜ 

新村は風被害、稲の倒伏、屋根瓦の落下、小野神社の大木

の倒木 

昭和 20 年（1945）9 月・昭和 36 年

（1961）7月 

梓川大雨により増水、堤防決壊危機 

昭和34年（1959）９月25日～27日 

伊勢湾台風 

潮岬に上陸、紀伊半島から東海地方を中心にほぼ全国にわ

たって甚大な被害 

風速33.6m降水量 64㎜ 

⑴ 地区の範囲 

⑵ 地区の社会特性 

 

⑶ 地区の災害リスク 

 

Ⅰ．地区の概要と災害リスク 

１ 地区の概要 

新村地区は松本市のほぼ中央で、市街地西部に広がる扇状地を流れる梓川右
岸沿いに位置し、標高約 600ｍから 630ｍの田園地帯に集落を形成している。
面積は、4.59 ㎢で、昭和 29年以降の合併地区（２０地区）の中では最も小さく、
東西は約３㎞、南北は約 1.5 ㎞で、14 の町会がある。 



犠牲者5,098 人 明治以降台風の災害史上最悪 

松本：全壊 17棟、半壊 63棟、床下２２棟 

新村不明 

令和３年（2021）８月 12 日～15日 総降水量243.5 ㎜（松本観測所） 

松本市全域、土砂災害警戒情報発表 

指定避難所 43か所開設 

梓川の護岸侵食発生 

地震 

承和 8年(841) M6.5  墻屋が倒壊 松本震央  

寛政 3年（1791）7月 23日 M6.7 松本城の塀 30 間倒れる。諸士居宅 79 棟、百姓家

416 棟、土蔵 316棟崩れる 

 

 

弘化 4年（1847）5月 8日 

善光寺地震 

M7.4 松本領内山崩れ 1,900 か所 

犀川がせき止められ数十か村水没 ５月２８日決壊洪水 

 

 

嘉永 7年（1854）12 月 23日 

安政元年 

安政東海地震 

M8.4 松本：壊屋52棟、焼失51棟、死者 5人 

平成 23年（2011）6 月 30日 

長野県中部地震 

M5.5 松本市最大震度5強 

死者 1 人、重症 3 人、軽傷 14 人、半壊 24 棟、一部破損

6,116 棟、避難者 158人 

令和 2年（2020）4月 23日 M5.5 震度４ 安曇・奈川地区落石発生 

噴火 

大正４年（191５）６月 焼岳の大噴火 

火山灰が新村一帯に降りかかる。養蚕に大被害 

雪害 

平成 10年（1998）1 月 15 日 積雪量 69㎝ 

1 週間、交通麻痺、駐車場・農業用ハウス被害 

平成 13年（2001）1 月 27日 積雪量 64㎝ 1・2・3 次路線除雪 

松本市：大雪対策本部・道路除雪本部 

平成 14年（2002）1 月 27日 積雪量 44㎝ 1・2・3 次路線除雪 

松本市：大雪対策本部・道路除雪本部・災害弱者除雪対策

本部・大雪対策警防本部 

平成 15年（2003）1 月 23日 積雪量 39㎝ 1・2・3 次路線除雪 

松本市：大雪対策本部・道路除雪本部 



春・大雨で梓川 

 

 

 

 「新村地区の防災意識を高め、住民全員が我が事として備える」 

 「防災訓練で迅速な安否確認体制を構築する」 

 

平成26年（2014）2 月 8日 積雪量 49㎝ 1・2・3 次路線除雪 

松本市：大雪対策本部・道路除雪本部 

平成26年（2014）2 月 14 日 

        ～2 月 15日 

積雪量 75㎝ 1・2・3 次路線除雪 

松本市：大雪対策本部・道路除雪本部 

平成28年（2016）1 月 18 日 

        ～1 月 20日 

積雪量 29㎝ 1・2・3 次路線除雪 

松本市：大雪対策本部・道路除雪本部 

 

イ 今後想定される災害 

 

雪害で孤立する可能性が低いこと及び火山噴火による被害は広範囲にわたり新村地区

に止まらないことから、新村地区として優先的に備えるべき災害として風水害と地震を想定

することとする。 

 

     背景 

    

・大雨で梓川が氾濫し周辺地区が浸水する可能性がある。 

        ハザードマップで国道１５８号北側が浸水想定区域となっており、０．５から３ⅿ未満の浸水が想定され 

る。（１０００年に一度程度起こる大雨の場合） 

       ・大小の水路があり、大雪・集中豪雨で水があふれる危険がある。 

       ・国の地震調査研究推進本部によると、糸魚川―静岡構造線断層帯（中北部区間）の今後３０年以内で

M7.6 の地震発生確率は 14～30％となっています。又、断層帯全体が活動した場合、新村地区では

最大で震度６弱の揺れが起き、窓ガラスの破損や、耐震性の低い木造家屋は、瓦の落下や建物が傾い

たり、倒壊などの被害が発生するおそれがあると想定している。 

・集落内の道路に狭いところがあり、災害発生時に緊急車両等の通行が困難になる可能性がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1）  新村地区の防災力を高めるため、住民の防災意識を啓発する。 

（地区住民が、他人事でなく自らの問題として防災を意識する。） 

（2）  防災訓練等を通じて、迅速・確実な安否確認と避難の体制を構築する。 

（3）  要支援者等に十分配慮した防災体制を構築する。 

 

 

 

Ⅱ．地区防災計画の内容 

１ 地区防災の活動目標 



 

  

新村地区の防災計画を策定し防災活動を推進する組織として、新村地区町会連合会長を会長とす

る「新村地区自主防災連合会」を組織する。 

  なお、本計画における「要支援者」とは、「避難行動要支援者」を指し、高齢者、障がい者その他特

に配慮を要する者のうち、災害が発生し、又は発生する恐れがある場合に自ら避難することが困難 

な者であって、その円滑かつ迅速な避難の確保を図るため特に支援を要する者をいう。 

 

  （1）平常時 

会長・副会長（町会連合会副会長）、及び防災部会長・各種団体長により組織される「新村地区自

主防災連合会」役員会が、平常時の地区防災活動の計画・立案にあたる。実際の活動に際しては、

以下の組織体制で実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 地区防災の組織体制 



（2）災害発生時 

    災害が発生した場合、又は発生の可能性が極めて高い場合には、以下のような組織体制で災害

対策にあたる。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑴ 平常時 

 

 

 

 

 

「新村地区自主防災連合会」が主体となり、地区防災計画の原案策定（定期的な計画見直しを 

含む）、及び以下のような地区防災活動を推進する。 

 

 

項 目 具体的内容 実施時期 

 防災訓練 

・町会ごとの訓練や地区合同防災訓練を開催する。 

・新村保育園との合同訓練を開催する。 

・高綱中学との合同訓練を開催する。 

・毎年 6月頃（町会） 

・2年に 1 回 9月頃（地区） 

・毎年7月頃（保育園） 

・毎年 9月頃（中学） 

防災意識の 

醸成・啓発活動 

・家族間の安全確認 

・非常持ち出し袋の準備 

・気象情報や避難情報の確認 

・隣組単位での安否確認と避難行動等の呼びかけ 

 

随時 

・早期避難に関する防災研修会を開催する。 毎年 7月頃 

・地区の防災活動内容を周知するため、地区防災計画の概要

版等を配布する。 

（夏祭り、文化祭等イベント開催時に配布） 

毎年 8月頃 

・子供向けの防災活動 

・地区別児童会、児童センター等で分かりやすいチラシによる

啓発活動 

毎年 8月頃 

 地区の安全点検 

・ハザードマップの確認 

・河川の堤防決壊可能性箇所の確認 
随時 

・町会防災マップで地区内の危険個所を確認する。 毎年１０月頃 

3 地区の防災活動 

ア 年間の活動計画 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 避難行動要支援者の 

支援体制の整備 
・ささえ愛カードの更新を行う。 毎年４月頃 

 地区防災計画 

の見直し作業 
・防災活動の検証及び見直し 毎年１１月頃 

課 題 内 容 達成目標・時期 

後継者（担い手）の育成 ・防災士の育成研修 

令和 10 年までには全住

民の 1 パーセントを目指

す。（４～5人/年） 

 

マイ・タイムラインの普及 

・マイ・タイムライン（住民一人一人が、自ら考え命を守る 

避難行動をとるための防災行動を時系列に整理したも 

の）の作成を進める。 

 

令和 10年までに 100パ

ーセントを目指す。 

 

隣接地区との協力・連携 

 

・隣接地区との自主防災連合会合同会議を開催し、防

災に関する取り組みの情報交換を行う。 

・合同防災訓練の開催 

令和 10 年までに実施す

る。 

イ 中長期的な活動計画 



（2） 災害発生時 

ア 新村地区災害対策本部の設置と運営 

  (ア）組織体制 

 災害が発生した場合、又は発生の可能性が極めて高い場合、地区災害対策本部 

を立ち上げ、以下の人員で運営を担う。（P５ Ⅱの２（２） 災害時編成表のとおり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）活動内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



(３） 活動の詳細 

 

活動名 担 当 活動内容 

地区本部員の招集 

新村地区災害対策 

本部の設置 

本部長 

副本部長 

支部員 

 

・本部長、副本部長は、支部員を招集し、新村地区災害対策本部を立ち上げる。 

 

【設置場所】新村地区地域づくりセンター 

【設置基準】 

地震：震度５弱以上→自動的に設置、支部員は集合する。 

震度４以上→新村地区自主防災連合会正副会長は集合し、警戒態勢をとる。 

風水害：警戒レベル４以上→自動的に設置、支部員は集合する。 

警戒レベル３以上→新村地区自主防災連合会正副会長は集合し、警戒態勢 

をとる。 

 

情報収集・伝達 

本部長 

副本部長 

総務班 

 

・市防災無線等を通じて、「①松本市災害対策本部からの情報を地域住民へ伝達」、

「②新村地区内の情報を松本市災害対策本部へ報告」を行う。 

 

松本市災害対策本部⇔新村地区地域づくりセンター⇔新村地区災害対策本部⇔ 

新村地区住民 

 

【取りまとめる主な情報】 

①一時集合場所への集合人数 ②安否情報 ③被害情報（火災、負傷者、要支援者、

建物・道路・上下水道・電気設備の損壊状況、河川等） 

安否等状況確認と 

安否情報の集約 

各町会 会長 

避難者管理班 

 

・町会長は、自分の町会の住民の安否確認を行い、新村地区災害対策本部へ報告す

る。負傷者等により救助の応援が必要な場合はその旨も報告する。 

※町会長が不在の場合は副町会長が担当する。 

 

【取りまとめる主な情報】 

①一時集合場所への集合人数 ②安否情報 ③被害情報（火災、負傷者、要支援者、

建物・道路・上下水道・電気設備の損壊状況、河川等） 

 

災害時要支援者の

支援 

要支援者救護班 

 

 

・避難行動要支援者リストに基づき、避難支援者と連絡を取り、要支援者の安否確認、 

避難の支援を行う。救助の応援が必要な場合、新村地区災害対策本部と連携を図り、 

応援人員を確保し、避難支援を行う。 

 

【連絡・避難開始のタイミング】 

地震：震度４以上 風水害：警戒レベル３以上 

 

避難所の開設協力 

と運営 

総務班 

消化・救出・救護班 

要支援者救護班

避難誘導班 

給食・給水班 

避難所運営班 

避難所運営委員会 

 

・松本大学に開設された避難所の運営を行う。避難所開設の際はその旨を防災無線 

等で地区内に周知する。 

 

・受付簿を設置し、避難者の状況を取りまとめる。 

・備蓄品、住民が持ち寄った食材による炊き出しを行う。 

・避難者に困りごとがないか声掛け、巡回を行う。 

⇒相談しやすい体制を取り、不安を取り除く工夫を行う。 

 

※食料配布等の避難所内での情報伝達の際は、聴覚・視覚・色覚に障がいのある方に

配慮する必要がある。 



イ 町会災害対策支部（一時集合場所）の設置と運営 

（ア）組織体制 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）活動内容 

  

  

      a 一時集合場所への集合人数（他町会への応援等可能人数） 

b 安否情報 

c 被害情報（火災、負傷者、要支援者、建物・道路・上下水道・電気設備の損壊・河川等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ．防災マイ・タイムライン 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅴ．防災関係施設・資機材等リスト 
 

 

 

 

 

類 別 施設名 住 所 避難所開設者 電話番号 

一時集合場所 

安塚公民館 松本市新村１１２４    

     

指定避難所 

松本大学 松本市新村２０９５－１ 松本市長 ４８－７２００ 

新村地区公民館 

（要配慮者優先） 

松本市新村２１７９－７ 松本市長 ４８－０３７５ 

医療救護所 高綱中学校 松本市島立4416 松本市長 47－3929 

 

 

類 別 施設名 住 所 電話番号 

市町村 松本市役所 松本市丸の内３－７ ３４－３０００（代） 

医療機関 松本市立病院 松本市波田４４１７ ９２－３０２７（代） 

消防署 松本広域消防局渚消防署 松本市渚１－７－１２  ２５－３９８８（代） 

警察 長野県松本警察署 松本市渚３－１１－８ ２５－０１１０（代） 

電気 
中部電力パワーグリッド

㈱松本営業所 
松本市埋橋１－５－３ ０１２０－９８４－５６５ 

国（梓川） 
国土交通省北陸地方整

備局千曲川河川事務所 
長野市鶴賀峰村７４ ０２６－２２７－７６１１ 

用水路 長野県梓川土地改良区 松本市新村５２５ ４７－７２２４ 

ガス (有)宮下商店 松本市新村９４１  ４０－５２５２ 

水道 松本市上下水道局 松本市島立 1490-2 48-6800 

 

 

 

 

 

１ 避難所                    

２ 関連機関・施設の連絡先                    



      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 町会保有資機材リスト                    



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2019.11.27 

６ 松本大学独自保有防災資機材リスト 

品名 数 本学の購入品 保管場所 備 考 

発 電 機 5 ○ 防災備品倉庫 燃料：ガソリン 

ガソリン携行缶 

ガソリン缶備蓄 

2 ○ 防災備品倉庫 満タン状態 

ガソリン携行缶 

ガソリン缶備蓄 

ポータブルトイレ 

12（Ｌ） ○ 防災備品倉庫  

2 ○ 防災備品倉庫  

毛布 300 ○ 防災備品倉庫  

飲料水 

(消費期限が切れているた

め手洗水として使用する) 

 

228

（Ｌ） 

○  

防災備品倉庫 

 

容器：ペットボトル 

消費期限： 

2Ｌ 2016.3  

500ｍｌ 2016.5 

ヘルメット 110 ○ 防災備品倉庫  

ベスト 70 ○ 防災備品倉庫  

長靴 20 ○ 防災備品倉庫  

防災服 20 ○ 防災備品倉庫  

消防ポンプ車 1 ○ 防災備品倉庫  

救助工具セット 1 ○ 資料倉庫  

 

屋外用テント 
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○ 

第一体育館 

防災備品倉庫 

資料倉庫 

 

 

ハンズフリー拡声器 1 ○ 総務課倉庫  

屋外用ﾗｲﾃｨﾝｸﾞｷｯﾄ 2 ○ 防災備品倉庫  

ﾊｲﾊﾟﾜｰﾄﾗﾝｼｰﾊﾞｰ 20 ○ 矢﨑研究室 

総務課倉庫(充電器) 

 

ヘルメット（追加分） 100 ○ 防災備品倉庫  

貯水タンク 5 ○ 防災備品倉庫  

救急セット(災害用) 4 ○ 防災備品倉庫  

非常用緊急トイレ 

(100 回分×4 セット) 

2 ○ 防災備品倉庫  

炊き出し用コンロ 

(LP ガス用) 

2 ○ 防災備品倉庫  

 

 

 

 

 

 



 

Ⅵ．資料編 
 

  

 

・ 命を守る災害時の避難カード 

 

・ “ささえ愛”カード 

 

・ 松本市ハザードマップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



※自宅は念入りに施錠をして 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇〇家避難状況 

松本大学      名 

（指定避難所） 

新村公民館     名 

（福祉避難所） 

高綱中学校     名 

（医療救護所） 

〇〇デイサービス  名 

その他          

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松
本
市
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

 



◇新村地区防災計画策定員会 名簿 

役 職 氏 名 所 属 等 

委員長 古畑 敏幸 あたらしの郷協議会 安全安心部会長、防災士 

委員 川久保 孝正 新村地区町会連合会 会長 

委員 柳澤  鉄男 新村地区町会連合会 副会長 

委員 岩間 瀧太郎 前新村地区町会連合会 会長 

委員 関   和彦 新村地区防災部 部長 

委員 小林  悟 前新村地区防災部 部長 

委員 鶴川  敦 消防団第１１分団 分団長 

委員 手塚  章弘 前消防団第１１分団 分団長 

委員 白田  廣 新村地区民生児童委員協議会 会長 

委員 青木  陽子 前新村地区民生児童委員協議会 副会長 

委員 山田  久子  前新村地区健康づくり推進員会 会長 

委員 新村  勝年 前あたらしの郷協議会 安全安心部会長、防災士 

委員 古畑  篤史 防災士 

委員 鳥羽  洋一 防災士 

委員 中村 ひとみ 松本市社会福祉協議会 西部地区センター 課長 

事務局 高山  芳伯 新村地区地域づくりセンター長 

  

 監修 松本大学 地域防災科学研究所 

      
 

 

 

 

 

 

 

 



2007 年（平成 19 年）中越沖地震での新潟県柏崎市の家屋倒壊被害 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


